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(2) ロジウム錯体を触媒とする， ピペラジン誘導体と一酸化炭素とエチレンとの反応により， ピペラジン環の脱水素
をともなったカルボニル化が効率よく進行することを明らかにしている o
(3)(2)で述べた反応には，素反応として都合二度の炭素一水素結合切断過程が含まれていることを明らかにしているO
(4) ロジウム錯体存在下， フルオロベンゼン類とジシランとの反応により，炭素ーフッ素結合切断を含むフッ素ーケ
イ素交換が触媒的に進行することを明らかにしている。
以上のように，本論文は炭素-水素結合の直接カルボニル化や，炭素一フッ素結合の切断を含む触媒反応について
述べたものである。これらの成果は，均一系触媒化学の分野だけでなく，有機金属化学や有機合成化学の分野に対し
ても貢献するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
? ?
